
［「男女共同参画」アンケート回答用紙］ 

◎最初にあなたご自身のことについてお伺いいたします。 

 
問１ あなたの性別をお教えください。 

 １．女              ２．男 

 
問２ あなたの年齢をお教えください。 

 １．２０歳代           ４．５０歳代 
 ２．３０歳代           ５．６０歳代 
３．４０歳代           ６．７０歳以上 

 
問３ あなたは結婚の経験がありますか。（婚姻の届出のない事実婚も含みます） 

 １．結婚している 
 ２．結婚したが、離別・死別した 
 ３．結婚の経験はない 
 
 
◎「小野市男女共同参画センター」についてお伺いいたします。 
問４ 「小野市男女共同参画センター」をご存じですか。 

 １．知っている 
 ２．知らない 
 

問５ 「小野市男女共同参画センター」が実施している事業のうち、ご存じのものはどれで

すか。（複数回答可） 

 １．啓発事業（フォーラム）の開催 
 ２．各種講座（啓発・就業支援）の開催 
 ３．女性のための相談 
 ４．情報誌「はーと・シップ」の発行 
 ５．知らない 
 ６．その他（                            ） 
 
問６ 「小野市男女共同参画センター」はどのような役割を担うべきだと思われますか。 

（複数回答可） 

 １．男女共同参画社会の理解や実現のための講座・講演会の開催 

２．男女共同参画に関する情報の収集・提供 

３．女性のための就職・再就職支援 

４．女性相談窓口の充実 

５．男性向けの講座・相談窓口の充実 

６．男女共同参画に関する市民活動の支援 

７．いつでも誰でも立ち寄れる交流の場 

８．その他（                             ） 

９．特に期待しない 

10．わからない 
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問７ どのようなことを講座のテーマにするべきだとお考えですか。（複数回答可） 

１．人間関係に関すること 

２．家族関係に関すること 

３．子育てに関すること 

４．健康に関すること 

５．介護に関すること 

６．地域社会に関すること 

７．女性に対する暴力に関すること 

８．男性向け講座 

９．生きがいに関すること 

10．就業支援に関すること 

11．その他、具体的にあれば（                         ） 

12．特にない 

 

 
◎具体的な事項についてお伺いいたします。 

 
問８ あなたは、今の日本の社会では、次のような分野で、男女の立場はどのようになって

いると思いますか。（１）～（７）のそれぞれについてあてはまるところに○をつけ

てください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
男性の方が
非常に優遇
されている 

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている 

平等になっ
ている 

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている 

女性の方が
非常に優遇
されている 

わからない 

(1)家庭生活で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(2)学校教育の場で 

<児童・生徒の立場で> 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(3)職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(4)地域活動の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(5)法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(6)政治（政策決定）の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(7)社会通念・習慣・しきた

りなどで 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 
 

 - 2 - 



問９ あなたの家庭では、次にあげるような日常的なことについて、おもに誰が分担をして

いますか。（１）～（１５）のそれぞれについてあてはまるところに○をつけてくだ

さい。配偶者のおられない方は、次のようなことは、どなたの役割だとお考えになる

かをお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 
夫婦同じ
くらい 

おもに妻 おもに夫 
おもにそ
の他の人 

(1)生活費の確保 １ ２ ３ ４ 

(2)食事をつくる  １ ２ ３ ４ 

(3)食卓の準備、食事の後片付けなど  １ ２ ３ ４ 

(4)部屋の掃除  １ ２ ３ ４ 

(5)洗濯  １ ２ ３ ４ 

(6)食料品や日用品の買い物 １ ２ ３ ４ 

(7)ごみ出し  １ ２ ３ ４ 

(8)子どもの世話 
<子どもがいない方も「いるなら」どうするかをお答
えください> 

１ ２ ３ ４ 

(9)子どもの教育・しつけ 
<子どもがいない方も「いるなら」どうするかをお答
えください> 

１ ２ ３ ４ 

(10)老親の介護の世話 
<要介護の方がいらっしゃらない家庭も「そうなら」
どうするかをお答えください> 

１ ２ ３ ４ 

(11)日常の買い物 １ ２ ３ ４ 

(12)高額の買い物 １ ２ ３ ４ 

(13)地域活動 １ ２ ３ ４ 

(14)親戚とのつきあい １ ２ ３ ４ 

(15)近所とのつきあい １ ２ ３ ４ 
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問 10 実際は別として、夫婦の役割分担については、あなたはどうあってほしいと思います

か。配偶者のいらっしゃらない方も理想としての考え方をお答えください。（○は１

つだけ） 

 １．夫は仕事、妻は家事・育児を分担する 
 ２．夫は仕事、妻は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をする 
 ３．夫婦とも仕事をし、家事・育児は主に妻が分担する 
 ４．夫婦とも仕事をし、家事・育児は主に夫が分担する 
 ５．夫婦とも仕事をし、家事・育児も夫婦で分担する 
 ６．夫婦とも仕事をし、家事・育児は他の家族にまかせる 
 ７．夫婦とも仕事をし、家事・育児は外部の人（家政婦など）にまかせる 
 ８．妻は仕事、夫は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をする 
 ９．妻は仕事、夫は家事・育児を分担する 
 10．その他（                             ） 
 11．わからない 
 
問 11 一般に、男性が家庭の仕事をあまりしていないと言われていますが、それはどのよう

な理由からだと考えますか。（○はいくつでも） 

 １．男性の職場や仕事が忙しく、時間がないから 
 ２．男性が自分のメンツ、世間体を気にするから 
 ３．男性が「男は家事をする必要がない」と考えているから 
 ４．家庭内の女性（妻、母など）がメンツ、世間体を気にするから 
 ５．その他（                             ） 
 ６．わからない 
 
問 12 実際は別として、できるなら子どもにどの程度の教育を受けさせたいですか。 

女の子と男の子の場合にわけてお答えください。（○はそれぞれ 1つずつ） 

 中学 高校 
短大 
専門学校 

大学 
大学院 

本人の意思

にまかせる 
わからない

(1)女の子 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(2)男の子 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 
問 13 あなたは女性が仕事に就くことについて、どのようにお考えですか。（○は１つだけ） 

 １．女性は生涯仕事に就かない方がよい ・・・「問 14」へ 
 ２．結婚するまでは仕事に就く方がよい                   
 ３．子どもができるまでは、仕事に就く方がよい 
 ４．結婚、出産にかかわらず、生涯ずっと仕事に就き続ける方がよい ・・・「問 15」へ 

 ５．子どもができたら仕事をやめ、子どもが大きくなったら 
再び仕事に就く方がよい 

 ６．その他（                        ） 
７．わからない 
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問 14 【問 13 で「１．女性は生涯仕事に就かない方がよい」と回答された方以外の方にお

たずねします。】女性が仕事に就くには、どんなことが必要だと思いますか。 

   （複数回答可） 

 １．夫や家族の理解と協力の促進 
 ２．昇進・昇給や仕事の分担など職場での男女平等の推進 
 ３．再雇用制度の促進 
 ４．女性への職業紹介の充実 
 ５．パートタイマーの労働条件の改善 
 ６．保育所、学童保育など育児環境の整備・充実 
 ７．男女労働者への育児休業・介護休業制度の定着の促進 
 ８．介護保険制度の充実と定着 
 ９．男女共の労働時間の短縮 

10．その他（                            ） 
11．わからない 

 
問 15 最近、夫や恋人などパートナーからの暴力（※ドメスティック・バイオレンス）が問

題になっています。あなたはこれまでに、ドメスティック・バイオレンスについて、

経験したり見聞きしたことがありますか？（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 １．暴力を受けたことがある  ・・・「問 16」へ 
 ２．暴力を受けた人から相談されたことがある 
 ３．身近に暴力を受けた人がいると聞いたことがある 
 ４．テレビや新聞などで問題になっていることは知っている   ・・・「問 17」へ 
 ５．暴力について見聞きしたことがない 
 ６．その他（                      ）   
７．わからない 
 

※ドメスティック・バイオレンス（DV）…女性が夫・恋人などの親密な関係にある男性から、殴る、蹴
る、ものを投げつけるなどの身体的暴力やレイプなどの性的暴力、口きたなくののしる、脅かす、何
を言っても無視をするなどの精神的暴力を受けることを意味します。 

問 16 【問 15 で「１．暴力を受けたことがある」と回答された方のみにおたずねします。】

夫や恋人などのパートナーから暴力を受けたとき、あるいはその後、どのような対

応をされましたか。（○はいくつでも） 

 １．暴力を行った相手に抗議した 
 ２．家族や身近な人、友人に相談した 
 ３．公的な相談機関（例：男女共同参画センター・女性相談所）に相談した 
 ４．警察などに訴えた 
 ５．しかたがないと思い、何もしなかった 
 ６．こわくてなにもできなかった 
 ７．世間体や今後の不利益を考えるとなにもできなかった 
８．その他（                            ） 
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問 17 政治や行政において、「政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない」 

   と言われていますが、あなたはその理由がなんであると思いますか。 

   （回答は２つまで） 

 １．家族・職場・地域における性別役割分担、性差別の意識 
 ２．男性優位の組織運営 
 ３．家族の支援・協力が得られない 
 ４．女性の能力開発の機会が十分でない 
 ５．女性の活動を支援するネットワークの不足 
 ６．女性側の積極性が十分でない 
 ７．その他（                            ） 
８．わからない 

 
問 18 「政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が増えること」によって、社会がどう変

化すると思いますか。（回答は１つ） 

 １．女性にとっても政治が身近になる 
 ２．男性中心の考え方に変化が生じる 
 ３．平等社会に向けて施策が推進される 
 ４．行政に対する要望がきめ細かくなる 
 ５．その他（                            ） 
 ６．なにも変わらない 
 ７．わからない 
 
問 19 一方、男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためには、どのようなこ 

とが必要だと思いますか。（回答は 3つまで） 

 １．男女の役割分担についての社会通念、習慣、しきたりを改めること 
 ２．企業中心という社会全体の仕組みを改めること 
 ３．仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設けること 
 ４．労働時間短縮や休暇制度を普及させること 
 ５．夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合うこと 
６．男性の企業中心の生き方、考え方を改めること 
７．小さい時から男性に家事や育児に関する教育をすること 
８．妻が、夫の経済力や出世を求めないこと 
９．その他（                            ） 
10．特に必要ない 
 

問 20 最後に、男女共同参画社会の実現に関してや、「小野市男女共同参画センター」への

ご意見・ご要望などがございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 
― ご協力ありがとうございました。― 
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